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漁
業
協
同
組
合
及
び
西
原
支
部

と
の
連
携
を
強
化
す
る
と
と
も

に
、
漁
業
の
生
産
性
の
向
上
及
び

安
全
確
保
に
向
け
、
水
産
奨
励
補

助
金
を
交
付
し
、
漁
業
の
振
興
に

努
め
ま
す
。
ま
た
、
よ
り
良
い
漁

業
の
環
境
づ
く
り
の
た
め
、
船
だ

ま
り
整
備
な
ど
の
課
題
事
項
に

つ
い
て
も
県
と
協
議
の
う
え
取

り
組
み
ま
す
。

（3）
林
業
の
振
興

　

森
林
は
、
国
土
の
保
全
、
水
資

源
の
涵
養
、
自
然
環
境
の
保
全
形

成
な
ど
、
公
益
的
機
能
を
有
し
、

地
球
環
境
や
人
間
生
活
に
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
中
、
今
年
度
は
人
工
造

林
、
施
肥
保
育
、
雑
草
下
刈
り
、

松
く
い
虫
被
害
木
伐
倒
駆
除
な

ど
、
自
然
環
境
の
保
全
形
成
、
森

林
の
整
備
推
進
を
図
り
、
緑
豊
か

な
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

（4）
商
工
業
の
振
興

　

商
工
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、

町
商
工
会
と
の
連
携
を
強
化
し

つ
つ
、
既
存
商
店
と
大
型
店
舗
が

相
乗
効
果
を
高
め
な
が
ら
共
存

共
栄
が
で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
小
那
覇
工
業
専
用
地
域

や
東
崎
商
業
地
域
な
ど
へ
の
企

業
誘
致
、
企
業
立
地
に
対
す
る
課

税
免
除
な
ど
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
地
元
企
業
へ
の
公
共
事
業

の
優
先
発
注
、
町
産
品
優
先
使
用

な
ど
引
き
続
き
推
進
し
、
町
内
企

業
の
育
成
を
図
り
ま
す
。

　

県
内
の
雇
用
情
勢
は
、
依
然
と

し
て
深
刻
で
厳
し
い
も
の
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
本
町

で
は
平
成
22
年
11
月
に
設
置
し

た
西
原
町
雇
用
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
の
開
所
に
よ
り
、
町
民
の
雇

用
機
会
の
創
出
・
拡
充
を
図
っ
て

き
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
引
き
続
き
、
町
商
工

会
や
関
係
機
関
、
団
体
等
と
の
連

携
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
町
広

報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
活

用
し
、
求
人
・
求
職
者
の
登
録
を

行
い
、
新
た
な
雇
用
創
出
の
確
保

に
努
め
ま
す
。

　

観
光
振
興
に
つ
い
て
は
、
本
県

の
独
特
の
歴
史
・
文
化
と
自
然
資

源
の
魅
力
が
相
ま
っ
て
、
国
内
有

数
の
観
光
地
と
し
て
多
く
の
観

光
客
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

本
町
に
お
い
て
は
、
ゴ
ル
フ
観

光
や
西
原
マ
リ
ン
タ
ウ
ン
地
域

の
海
浜
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
空

間
を
活
用
し
て
の
、
海
浜
ス
ポ
ー

ツ
イ
ベ
ン
ト
や
音
楽
文
化
イ
ベ

ン
ト
で
賑
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
今

後
は
、
商
工
会
や
関
係
団
体
等
と

連
携
を
図
り
、
国
指
定
の
文
化
財

「
内
間
御
殿
」
な
ど
、
町
内
の
地

域
資
源
の
発
掘
と
活
用
、
さ
ら
に

地
場
産
品
の
開
発
、
観
光
マ
ッ
プ

の
作
成
、
さ
ら
に
県
が
進
め
る
伝

統
芸
能
会
館
等
を
マ
リ
ン
タ
ウ

ン
地
内
へ
の
誘
致
に
努
め
る
な

ど
観
光
基
盤
の
整
備
に
取
り
組

み
ま
す
。

　

７　

安
全
で
住
み
よ
い

　
　
　

生
活
環
境
の
整
備

（1）
道
路
網
及
び
排
水
の
整
備

　

住
民
生
活
及
び
産
業
活
動
に

不
可
欠
な
安
全
性
と
利
便
性
を

確
保
し
、
快
適
で
住
み
よ
い
生
活

環
境
の
整
備
を
図
り
、
課
題
事
項

で
あ
る
道
路
・
排
水
路
整
備
を
進

め
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
新
規
事
業
の
平
園

線
（
仮
称
）
の
整
備
を
図
る
と
と

も
に
、
さ
ら
に
こ
れ
ま
で
の
懸
案

事
項
で
あ
っ
た
西
原
台
団
地
入

口
の
狭
隘
道
路
の
拡
幅
整
備
と

し
て
の
小
橋
川
・
上
原
線
道
路
整

備
事
業
や
与
那
城
・
呉
屋
線
（
国

道
か
ら
西
原
小
学
校
入
口
区
間
）

の
未
買
収
道
路
用
地
取
得
事
業

に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
町
道

兼
久
仲
伊
保
線
（
北
側
）
の
道
路

整
備
完
了
を
目
指
す
と
と
も
に

引
き
続
き
町
道
小
波
津
川
南
北

線
を
結
ぶ
橋
梁
整
備
と
国
道
上

流
側
の
車
道
橋
、
人
道
橋
の
設
計

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
洪
水
の
防
止
・
防
災
対

策
の
強
化
に
向
け
て
、
雨
水
利
用

促
進
助
成
を
図
る
と
と
も
に
地

域
の
安
全
・
防
犯
を
強
化
す
る
た

め
防
犯
灯
の
拡
充
を
図
り
ま
す
。

　

国
、
県
事
業
に
つ
い
て
は
国
道

３
２
９
号
与
那
原
バ
イ
パ
ス
（
西

原
区
間
）
や
県
道
浦
添
西
原
線
、

同
那
覇
北
中
城
線
事
業
、
小
波
津

川
河
川
改
修
事
業
を
推
進
し
、
さ

ら
に
土
砂
災
害
対
策
な
ど
に
つ

い
て
も
国
・
県
に
要
請
す
る
と
と

も
に
事
業
化
に
向
け
て
取
り
組

み
ま
す
。

（2）
都
市
基
盤
施
設
の
整
備

　

ア
メ
ニ
テ
ィ
ー
豊
か
な
都
市

空
間
の
形
成
を
確
立
す
る
た
め
、

今
後
も
引
き
続
き
、
市
街
地
整
備

や
道
路
、
公
園
、
下
水
道
整
備
な

ど
、
重
点
的
に
整
備
す
べ
き
施
策

を
効
率
的
・
効
果
的
に
推
進
し
ま

す
。
ま
た
、
本
町
に
は
内
間
御

殿
や
運
玉
森
、
傾
斜
緑
地
な
ど
歴

史
・
文
化
・
景
観
資
源
が
あ
り
、

こ
れ
ら
を
活
用
し
自
然
と
文
化
、

都
市
が
調
和
す
る
環
境
づ
く
り

を
め
ざ
し
た
景
観
計
画
の
策
定

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

マ
リ
ン
タ
ウ
ン
地
区
で
は
、
西

原
き
ら
き
ら
ビ
ー
チ
、
東
崎
公

園
、
東
崎
都
市
緑
地
が
多
く
の
町

内
外
の
利
用
者
で
賑
わ
っ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
町
内
外
か
ら
の
集

客
や
観
光
客
を
誘
引
す
る
た
め
、

隣
接
す
る
商
業
用
地
の
早
期
処

分
を
積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。

　

公
園
事
業
に
つ
い
て
は
、
都
市

公
園
安
全
・
安
心
対
策
緊
急
総
合

支
援
事
業
を
活
用
し
遊
具
等
の

更
新
、
改
築
に
取
り
組
み
ま
す
。

下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
小
波

津
、
翁
長
、
棚
原
地
内
な
ど
に
お

け
る
面
整
備
の
拡
大
を
図
り
ま

す
。
さ
ら
に
今
年
度
も
、
昨
年
度

に
引
き
続
き
「
９
月
10
日
の
下
水

道
の
日
」
を
中
心
と
し
た
全
庁
的

な
取
組
み
と
、
未
接
続
世
帯
に
対

す
る
個
別
訪
問
を
行
う
な
ど
広

報
活
動
を
強
化
す
る
こ
と
で
下

水
道
へ
の
早
期
接
続
を
推
進
し

ま
す
。
ま
た
、
下
水
道
雨
水
事
業

に
つ
い
て
も
、
西
原
西
地
区
土
地

区
画
整
理
事
業
地
区
内
に
お
け

る
水
路
整
備
を
進
め
ま
す
。

　

上
原
棚
原
土
地
区
画
整
理
事

業
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
で
工
事

及
び
補
償
が
完
了
し
ま
し
た
の

で
、
今
年
度
は
換
地
処
分
に
向
け

て
取
り
組
み
ま
す
。

　

西
原
西
地
区
土
地
区
画
整
理

事
業
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
も
引

き
続
き
、
建
物
な
ど
物
件
補
償
や

工
事
関
係
機
関
と
の
連
携
及
び

関
係
地
権
者
の
協
力
を
得
な
が

ら
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

（3）
上
水
道
事
業
の
充
実

　

上
水
道
は
、
健
康
で
文
化
的
な

日
常
生
活
を
営
む
上
で
、
な
く
て

は
な
ら
な
い
も
の
で
あ
り
、
安
全

で
お
い
し
い
水
を
安
定
的
に
供

給
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
各
種
産
業
活
動
や
都

市
機
能
を
維
持
す
る
た
め
に
も

必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
の
果
た

す
役
割
は
極
め
て
重
要
で
あ
り

ま
す
。
本
町
は
、
送
配
水
施
設
の

整
備
拡
充
と
経
営
の
安
定
化
に

向
け
て
努
め
て
き
ま
し
た
が
、
今

後
な
お
一
層
の
充
実
を
図
り
ま

す
。

（4）
交
通
安
全
施
設
の
整
備
と
安

　

全
教
育
の
推
進

　

住
民
の
安
全
確
保
と
交
通
事

故
の
未
然
防
止
の
た
め
、「
交
通

安
全
の
町
」、「
飲
酒
運
転
撲
滅
の

町
」
を
宣
言
し
、
交
通
安
全
意
識

の
高
揚
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
今

後
と
も
引
き
続
き
、
交
通
安
全
施

設
の
整
備
促
進
を
図
る
と
と
も

に
、
交
通
安
全
教
育
に
つ
い
て

も
、
関
係
機
関
・
団
体
と
連
携
し

つ
つ
、
交
通
安
全
指
導
や
広
報
啓

発
活
動
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

（5）
消
防
・
防
災
体
制
等
の
確
立

　

災
害
か
ら
町
民
の
生
命
や
財

産
を
守
る
た
め
、
町
地
域
防
災
計

画
に
も
と
づ
き
年
次
的
な
地
域

防
災
体
制
の
確
立
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。
公
共
施
設
や
公

園
、
緑
地
な
ど
、
避
難
場
所
な

ど
に
つ
い
て
は
防
災
マ
ッ
プ
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
町
民
へ
の
周

知
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。
昨
年
３

月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大

震
災
を
受
け
、
全
国
的
に
防
災
対

策
、
特
に
津
波
か
ら
の
避
難
対
策

の
強
化
が
急
務
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
災
害
は
、
い
つ
何
処
で
発
生

し
て
も
お
か
し
く
な
い
と
い
う

教
訓
を
踏
ま
え
、
今
後
も
町
民
へ

の
防
災
意
識
の
高
揚
に
努
め
ま

す
。
ま
た
、
災
害
時
の
際
に
援
護

を
必
要
と
し
て
い
る
方
々
の
支

援
の
た
め
、
昨
年
度
策
定
し
た
災

害
時
要
援
護
者
支
援
計
画
に
基

づ
き
、「
災
害
時
要
援
護
者
リ
ス

ト
」
を
活
用
し
た
個
別
計
画
を
整

備
し
、
援
護
体
制
の
構
築
を
図
り

ま
す
。
町
地
域
防
災
計
画
の
見
直

し
に
つ
い
て
は
、
県
の
地
域
防
災

計
画
を
踏
ま
え
つ
つ
、
前
年
度
に

引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

　

防
犯
活
動
に
つ
い
て
は
、
関
係

機
関
・
団
体
と
連
携
し
、
地
域
安

全
活
動
な
ど
を
通
し
て
、
犯
罪
の

な
い
明
る
く
住
み
よ
い
地
域
社

会
の
形
成
を
図
り
ま
す
。

　

消
防
・
救
急
活
動
に
つ
い
て

は
、
町
民
の
火
災
予
防
と
防
災
意

識
を
高
め
る
と
と
も
に
、
消
防
・

防
災
体
制
の
強
化
に
向
け
て
、
東

部
消
防
組
合
な
ど
と
一
層
の
連

携
・
強
化
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、

消
防
の
広
域
化
に
つ
い
て
は
、
那

覇
市
な
ど
４
市
が
不
参
加
表
明

を
し
た
た
め
沖
縄
県
消
防
広
域

化
推
進
協
議
会
を
解
散
し
、
こ
れ

に
代
わ
っ
て
県
が
主
体
と
な
る

検
討
会
で
沖
縄
県
消
防
広
域
化

推
進
計
画
の
変
更
を
含
め
消
防

の
あ
り
方
を
再
協
議
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
本
町
と
し
て

は
、
東
部
消
防
組
合
の
構
成
団
体

で
あ
る
南
風
原
町
及
び
与
那
原

町
と
協
議
の
う
え
当
該
検
討
会

へ
参
加
し
消
防
広
域
化
の
必
要

性
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

（6）
環
境
保
全
対
策

　

環
境
問
題
は
、
地
球
温
暖
化
、

オ
ゾ
ン
層
破
壊
な
ど
の
地
球
規

模
の
問
題
か
ら
生
活
排
水
な
ど

に
よ
る
河
川
の
水
質
汚
濁
、
増
大

す
る
不
法
投
棄
の
問
題
、
自
動
車

の
増
加
に
伴
う
排
気
ガ
ス
な
ど

に
よ
る
大
気
汚
染
な
ど
、
多
種
多

様
化
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

中
で
、
廃
棄
物
の
発
生
抑
制
、
資

源
と
し
て
の
再
利
用
な
ど
、
循
環

型
社
会
の
形
成
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
た
め
指
定
ご
み
袋

利
用
の
徹
底
を
図
る
と
同
時
に
、

生
ご
み
処
理
機
購
入
補
助
、
環
境

美
化
・
清
掃
活
動
、
ご
み
の
リ
サ

イ
ク
ル
な
ど
を
促
進
し
、
意
識
啓

発
の
広
報
活
動
及
び
環
境
教
育

を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
度

策
定
し
た
一
般
廃
棄
物
処
理
基

本
計
画
に
基
づ
き
、
生
ご
み
の
堆

肥
化
と
企
業
系
ご
み
の
減
量
化

な
ど
を
含
め
、
さ
ら
な
る
ご
み
の

減
量
化
に
努
め
ま
す
。
さ
ら
に
、

し
尿
等
処
理
下
水
道
放
流
施
設

建
設
及
び
最
終
処
分
場
建
設
に

向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
不
法
投
棄
を
未
然
に
防

ぐ
た
め
、
関
係
機
関
と
連
携
し
環

境
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
す
る
と

と
も
に
、
循
環
型
社
会
の
取
組

み
と
し
て
緑
の
リ
サ
イ
ク
ル
事

業
を
推
進
し
、
地
球
温
暖
化
防
止

に
向
け
た
省
資
源
・
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
に

努
め
ま
す
。

　

生
活
排
水
対
策
に
つ
い
て
は
、

合
併
処
理
浄
化
槽
補
助
金
制
度

を
活
用
す
る
と
と
も
に
、
町
生
活

排
水
対
策
推
進
計
画
に
基
づ
き
、

「
水
遊
び
の
で
き
る
川
」
を
め
ざ

し
て
、
河
川
の
水
質
改
善
を
図
り

ま
す
。

　

墓
地
行
政
に
つ
い
て
は
、
平
成

21
年
度
に
策
定
し
た
西
原
町
墓

地
整
備
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
本

町
の
都
市
計
画
や
土
地
利
用
計

画
と
調
整
を
図
り
関
係
機
関
の

協
力
の
も
と
、
地
域
環
境
と
調
和

が
と
れ
る
よ
う
な
西
原
町
墓
地

基
本
条
例
（
仮
称
）
を
制
定
し
、

無
秩
序
な
開
発
防
止
に
努
め
ま

す
。

　

8　

教
育
、
文
化
、
ス
ポ
ー

　
　

  

ツ
の
振
興

　

教
育
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、

国
、
県
の
施
策
の
動
向
を
見
据
え

な
が
ら
、
次
代
を
担
う
幼
児
、
児

童
生
徒
の
健
や
か
な
成
長
に
向

け
、
本
町
の
教
育
基
本
目
標
を
め

ざ
し
て
国
際
化
・
情
報
化
時
代
の

ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
学

習
環
境
の
整
備
に
努
め
ま
す
。
ま

た
、
西
原
町
教
育
施
策
並
び
に

「
西
原
町
教
育
の
日
」
の
取
組
み

を
推
進
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
町
民
の
文
化
、
ス
ポ
ー

ツ
の
振
興
を
図
る
と
と
も
に
、
多

様
な
学
習
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
生

涯
学
習
の
ま
ち
づ
く
り
に
努
め

ま
す
。

（1）
学
校
教
育
の
充
実

　

学
校
教
育
に
お
い
て
は
、
小
学

校
で
は
平
成
23
年
度
実
施
、
中
学

校
で
は
平
成
24
年
度
か
ら
本
格

実
施
さ
れ
る
新
学
習
指
導
要
領

を
踏
ま
え
授
業
時
数
を
確
保
し
、

児
童
生
徒
が
自
ら
学
び
、
自
ら
考

え
、
主
体
的
に
行
動
す
る
な
ど
の

生
き
る
力
を
育
み
、
思
い
や
り
、

協
調
性
な
ど
豊
か
な
人
間
性
を

培
う
心
の
教
育
や
キ
ャ
リ
ア
教

育
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
教
育
の
推
進

充
実
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
特
別

支
援
教
育
に
つ
い
て
は
、
小
中
学

校
へ
特
別
支
援
教
育
支
援
員
を

派
遣
し
児
童
生
徒
へ
の
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
引
き
続
き
派

遣
し
、
特
別
支
援
教
育
の
充
実
を

図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
幼
稚
園
で
特
別
支
援
教

育
を
受
け
て
い
る
園
児
に
対
し

て
、
引
き
続
き
預
か
り
保
育
を
実

施
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
幼
稚
園
入
園
料
及
び

保
育
料
の
口
座
振
替
の
推
進
や

徴
収
体
制
を
強
化
し
、
徴
収
率
向


